
 
 
 
 
 
 
 
 一般的に鉄筋コンクリートの建築

物の耐用年数は50年と言われます。

一方で、建物の補償基準としての耐

用年数は 80年です。 
 建築学会は、大規模改修不要予定

期間を 65 年、供用限界期間を 100
年としています。手抜きでなく、き

ちんと施工された建物は、適切にメ 
 
 
 「広場」整備のために買収する用

地に建つ 2 棟のビル（Ｓ50 年・Ｓ56
年「産文と同年」建設、2棟で4,150㎡）の

補償費は、11億円です。産業文化会

館（11,849㎡）を同じように計算すれ

ば、価値は 30 億円です。用地買収

に高い補償費を払い、価値ある産業

文化会館を取り壊すのはもったいな

い話です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
ンテナンスすれば、半永久的に使用

できるとの専門家の指摘もあります。 
 青森県では、既存施設の改修によ

る目標使用年数を 88 年として、長

く大事に使う方針です。 
 産業文化会館も改修して、あと 50
年、70年と使うべきです。 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 市が設置した文化ホール検討会議

では、2010年に「中間報告」がださ

れ、中規模ホールが花畑地区には必

要とし、室内楽や文化芸術活動の発

表の場にふさわしい舞台・客席など

を整備し、さまざまな舞台芸術活動

を支援する役割を想定、客席数は

500から 700席、ステージ面積は約

180㎡とされました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 現在ある国際交流会館や森都心プ

ラザのホールなど、可動席の多目的

ホールは、音響や舞台の広さなど、

演劇や音楽の鑑賞・上演に適したも

のではありません。ＭＩＣＥ施設（大

会議場）に整備予定の多目的ホール

や国際会議ホールは、いずれも固定

席のない多目的ホールです。文化芸

術を目的につくられた産業文化会館

の代わりにはなりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄筋コンクリートの建物は 80～100 年使えます 

    産業文化会館（築 32 年）は改修して利用を！ 
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建物は改修して長く使う時代です、まだ十分に使える「産業文化会館」 

隣地買収に高い補償費・11億円 

ＭＩＣＥ施設（大会議場）は、 

文化芸術施設ではありません 

「広場」は、辛島公園の活用を！ 

桜町花畑地区シンボルプロムナー

ド計画では、辛島公園（3,436 ㎡）が

多面的広場の役割を担うことになっ

ていました。市が産業文化会館をわ

ざわざ壊して整備する「広場」は、

辛島公園より狭い 2,900 ㎡です。20
億円もかけてつくる必要があるとは

思えません。辛島公園を多目的広場

として有効に活用すべきです。 
 

｢中心市街地に中規模ホールが必要｣ 

というのが「市の方針」 

 

 

 



大型ハコもの優先から、暮らし・福祉・教育の充実へ！ 
 

 

                 

大型会議場建設には、議会からも慎重意見が続出 
幸山市長は、「九州の中で、日本の中で、東アジア地域からも選ばれ

る都市くまもと」の実現のため、桜町再開発に参加し、大型会議場建

設を進めています。市は、建設費を根拠も示さず２百数十億円と発表。

１３年度は、2200万円の「基本計画」策定費を提案しています。  

日本共産党は、益田牧子議員が、一般質問で、那須円議員が、総括

質疑で、「民間のホテルや県のグランメッセ・県立劇場や、市民会館、

国際交流会館に加え、産業文化会館を再開すれば、コンベンションの

開催などには、対応できる」と大型会議場建設に反対しました。 

 経済委員会では、自民党やくまもと未来の議員からも、現実味のな

い見積もりで、再開発に参加することに慎重意見が相次ぎました。 

  

  
熊本市「配偶者暴力相談支援センター」設置検討へ 

益田牧子議員は、婦人相談員業務充実のため、「配偶者暴力（DV）相

談支援センター」の早期実現を求めました。幸山市長は、「相談件数も

増えており、DV相談支援センター設置を検討している」と答弁しまし

た。DV防止法は、07年（H19）改正され、「配偶者暴力相談支援センタ

ー」の設置を市町村の「努力義務」にしました。しかし、熊本市では、

区役所開設後、婦人相談員が所属する「福祉相談係」には、DVなどの

相談業務に桃尾霊園の申請業務、さくらカード申請、老人クラブ関係、

戦没者遺族等の援助等が新たに加わり、専門性が薄れていました。 

全国の政令市では、北九州市、福岡市のほか、岡山市、相模原市、

新潟市、堺市など 13 市がすでに DV 相談支援センターを設置。独自に

関係機関との連携を行い、迅速かつ適切な加害者からの保護、並びに

DV被害者の自立に向けた支援を行っています。 

あなたは熊本市と鹿児島市どちらを選びますか？ 
熊本市と鹿児島市の福祉・暮らしの施策を比較してみました。熊本

市の遅れが歴然です。福祉・暮らしの充実に力を合わせましょう！ 

福祉・子育て、暮らし 熊本市 鹿児島市 

子どもの医療費助成 

 

小３まで（無料は満 3歳

まで、その後は、１科に

つき月 500 円自己負担） 

小学 6年生まで無料 

（本年 8月から拡大） 

特定健診自己負担 1000 円（非課税・生保の

み無料）75歳以上 800 円 

無料（40歳以上） 

75 歳以上も無料 

はり灸マッサージ 1000 円を 30 回まで助成 1050 円を 60 回まで助成 

高齢者への肺炎球菌ワ

クチン接種助成 

なし 3000 円助成、75歳以上 

高齢者へのおむつ支給 介護４，５（非課税） 

介護保険対応 

対象者 165人（H23） 

介護４，５（年 10万円、

現物を2か月分ずつ自宅

まで配達） 

介護 3以下（年5万円〃） 

入院（月 4000 円現金） 

高齢者福祉で対応 

 対象者 6771 人（H23） 

介護手当 城南町のみ 6万円（年間） 9 万円（年間） 

寝たきりの高齢者への 

理髪・美容サービス 

なし 年 3回まで、在宅までの

出張サービス 

敬老祝い事業 満 80歳祝品 1000円 

満 88歳祝品 2700円 

満 100歳祝品・2，7万円

〃101歳以上 2700円 

満 88歳  祝金 3万円 

満 100歳  祝金 10万円 

100歳以上 祝金20万円 

すこやか入浴券、70歳～ なし 230円助成、年 30回 

住宅リフォーム助成 なし 3 億円の予算 
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